
 
冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 
「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 
ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 
委 員 会 報 告 

 
 

令和３年度第１回労働安全委員会開催概要 
 

 

 
 
 
 

日 時 令和３年４月２１日（水） 
１０：００～１１：１０ 

場 所（一社）日本機械土工協会 
（６階・会議室）対面形式、Web 形式併用 
 

対 面・委員長 大﨑 精一郎 
（大崎建設㈱ 代表取締役社長）         

対 面・委 員 岩本 一男 
（山﨑建設㈱ 秘書室長）              

Web ・委 員 神谷  肇 
（向井建設㈱ 土木営業部長）           

対 面・委 員 佐々木 正則 
（㈱マイタック 

執行役員管理副本部長）    
Web ・委 員 酒井  誠 

（水谷建設㈱管理本部管理部長）         
Web ・委 員 近藤  明 

（日起建設㈱  
取締役副社長執行役員）       

対 面・委 員 保坂 益男 
（(一社)日本機械土工協会  

常務理事・事務局長） 
清水 英紀 

         （(一社)日本機械土工協会 
        事務局次長・業務課長） 

保坂 顕治 
（(一社)日本機械土工協会 
          事業課長） 

欠 席・オブザーバー 野口 茂喜 
（(一社)日本機械土工協会 
           審議役） 

対 面・オブザーバー 竹内  勉 
（(一社)日本機械土工協会専門役）        

欠 席・オブザーバー 荒瀬  治 
（(一財)建設業振興基金  

専門役・日機協担当） 
欠 席・オブザーバー  江刺家 康之 

（アジア経済研究協同組合東京事務所）       
 
 

 
 
 
議 事 
・報告事項 
１ 土工工事企業の施工能力等の見える化の評

価基準について         [資料 1] 
２ 令和３年度レベル判定システムの運営方針

について            [資料 2] 
３ 登録機械土工基幹技能者講習（令和３年 6 月

度）の応募状況について     [資料 3] 
４ 特定技能外国人の受入・支援状況等について             

[資料 4] 
５ 海外建設技術・技能実習生の受入れ状況につ

いて              [資料 5] 
６ 機械土工工事業高齢者雇用推進事業の実施

について            [資料 6] 
７ 富士教育訓練センターでの令和３年度雇用

型訓練（ジョブ・カード制度活用）実施状況 
                  [資料 7] 
                                         

・審議事項 
１ 令和３年度会長表彰（優秀功績従事者表彰）

について            [資料 8] 
２ 建設業特定技能外国人材の受入れに伴う特

定会員の入会について       [資料 9] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委員会開催報告要旨 
 
開会挨拶 
開会に当り大﨑委員長が、令和 2 年度はコロ

ナ禍のため書面での会議としたが、令和 3 年度

は原則Web方式の会議とし、東京在住の委員、

もしくは東京に出張している委員のなかで、対 
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面による出席を希望する委員は協会会議室で

対面式の会議としたい、と挨拶をした。 
 
新委員紹介 
令和 2 年 11 月から鈴木委員（（山﨑建設㈱）

に変わり岩本一男氏（山﨑建設㈱秘書室長）が

委員となった、と紹介をした。 
 

報告事項 
 大﨑委員長は報告事項について事務局に報

告を求めた。 
保坂事務局長は報告事項について以下の説

明をした。 
 
１ 土工工事企業の施工能力等の見える化の

評価基準について       [資料 1] 
 資料 1（土工工事業見える化評価基準、）に基

づき、「基礎情報の評価内容」、「施工能力の評

価内容」、「コンプライアンスの評価内容」につ

いて説明した。 
また、3 月２９日に赤羽国土交通大臣より「機

械土工工事業の施工能力等見える化評価基準」

について認定された。準備でき次第レベル判定

を開始する。 
 
２ 令和３年度レベル判定システムの運営方

針について          [資料 2] 
 資料 2（レベル判定システム運営について、

令和3年度におけるレベル判定システムの運営

について）に基づき、同システムを運営してい

る建設技能者能力評価制度推進協議会に対し

て、令和 3 年度におけるレベル判定システムの

稼動については、稼動すると赤字の可能性が高

いので、「レベル判定システムは使用せず、各

団体が受け付け、レベル判定を行う」（案）を

提案した。 
しかし、同協議会構成団体の多数意見で運営

方針が決まることになる。（案）が認められ次

第レベル判定を開始する。 
 
３ 登録機械土工基幹技能者講習（令和３年 6

月度）の応募状況について   [資料 3] 
資料３（登録機械土工基幹技能者講習の実施

について・受講者数）に基づき、６月２５日～

２７日に、全国１０会場で、定員７３６名の予

定で募集している。４月１９日現在の受講申込 
 

 
 
 
 
 

者は６４８名となっている。 
 

４ 特定技能外国人の受入・支援状況等につい

て              [資料 4] 
資料４（特定技能外国人の受入れ状況（業界

概要）、同（協会概要）に基づき、建設業界１

９職種の特定技能外国人・令和２年１２月末現

在の受入れ人数推移は１３１９名。そのうち建

設機械施工職３３０名（一位）、土工職２名（１

４位）。 
 協会会員の受入れ人数（３月末現在） 

１９９名、受入れ社数は６３社。 
 協会・登録支援機関としての支援状況は、支

援業務委託契約４部、支援外国人３３名。準備

中の支援業務委託契約２部、支援外国人１４名。 
 
５ 海外建設技術・技能実習生の受入れ状況に

ついて            [資料 5] 
資料５（海外建設技術・技能実習生受入・実習

状況について）に基づき、東京事務所で監理し

ている技能実習生の在留状況１１８名・１３社。 
 建設就労者１７名・２社。 
建設技能研修生実績８８４名、 
建設技能実習生実績５３７名。 

 
６ 機械土工工事業高齢者雇用推進事業の実

施について          [資料 6] 
資料６（機械土工工事業高齢者雇用推進委員

会等名簿、産業別高齢者雇用推進事業実施申込

書、産業別高齢者雇用推進事業実施承認通知

書）に基づき、機械土工工事業の高齢者の雇用

の推進を図るため、厚生労働省事業の予算で

「独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機

構」が実施している「産業別高齢者雇用推進事

業」の業務を受託したい。（業務委託（受託）

費・各年度１千万円を上限、２年間実施） 
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７ 富士教育訓練センターでの令和３年度雇

用型訓練（ジョブ・カード制度活用）実施

状況について         [資料 7] 
 資料７（令和３年度富士教育訓練センターで

の新入社員研修実施予定状況・令和３年３月１

５日現在）に基づき、「実践型施工管理コース・

３社・２２名」、「土木関連実践型コース・３社・

８名」、「土木関連実践型コース⑵・４社・２９

名」、「建築施工管理基礎コース・１社・４名」、

「独自コース・４社・６０名」となっており、

合計１４社・１２３名の予定となったが、実施 
についてはコロナ禍の影響で参加が減少する

ものと思われる。 
 
 以上の報告案件について、大﨑委員長が委員

に質疑を促した後、了承を求めたところ委員全

員異議なく７案件を了承した。 
 
 
審議事項 
 
１ 令和３年度会長表彰（優秀功績従事者表

彰）について         [資料 8] 
 保坂事務局長が、資料８（令和３年度優秀功

績者表彰候補者名簿）に基づき、４月２０日現

在「機械運転施工・６名」、「機械保守整備・１

名」、「施工運営管理・７名」合計１４名の申し

込みがあったので、審議・決定をお願いしたい。

又２０日以降において事務局に到着した候補

者の審議決定は、大﨑委員長に一任をお願いし

たい、と説明した。 
大﨑委員長が原案について質疑を促した後、

承認を求めたところ委員全員異議なく原案通

り決定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

２ 建設業特定技能外国人材の受入れに伴う

特定会員の入会について     [資料 9] 
保坂事務局長が、資料９（特定会員名簿、加

入申込書、同加入申込者調書）に基づき、特定

会員として入会を希望する１２社について、所

在地、建設業の許可関係、許可業種、資本金、

従業員数、建設キャリアアップシステムの加入

状況、各種保険の加入番号などについて説明し

た。 
大﨑委員長が、特定会員としての入会につい

て質疑を促した後、承認を求めたところ委員全

員異議なく原案通り入会を承認決定した。 
 
なお、本委員会で特定会員として入会を認め

られた企業は次の通り。 
 

・㈱有馬鋪道（札幌市） 
  ・加々美建設㈱（東京都練馬区） 
  ・（有）愛河興業（愛知県犬山市） 
  ・㈱一掬（仙台市） 
  ・福富工業㈱（広島県尾道市） 
  ・（有）鈴木産業（埼玉県入間郡） 
  ・㈱セイシン（福岡県大牟田市） 
  ・㈱三重水道センター（三重県四日市

市） 
  ・（有）成優（大阪府富田林市） 
  ・㈱眞電（広島市） 
  ・山陽特殊工業㈱（広島県福山市） 
  ・（有）キーオブライフ（静岡市） 

 
以 上 
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